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（１）LED

Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ Ｈ３２

○ LED新製品開発支援数（累計）
　［26］６５製品→［32］155製品以上
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○ LED応用製品海外市場開拓（累計）
　［26］－　→［32］10カ国以上
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（2）ロボット

Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ Ｈ３２

○ ロボット技術の実用化の検討テーマ数
　［26］→［32］毎年２テーマ程度
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○ 徳島発の生活支援ロボットの市場投入
　［26］-→［30］市場導入

－ 投入 －

〇次世代の担い手に対し、「建設産業
　の最新技術」の紹介・体験会を開催

〇介護現場におけるロボットの導入支
　援を実施

工業・エネルギー部会

来年度の取組●2020年に向けた取組みの方向性
○成果目標

工程（年度別事業計画） 実績値
（見込）
（H28）

Ｈ2８年度の具体的な取組項目・成果

●　LED関連企業の競争力強化と集積の相乗効果を高め、
　LED関連産業を徳島の基幹産業としてさらに大きく成長
　させる。

＜H28年度の具体的な取組内容＞
○県内ＬＥＤ関連企業が開発・生産した「優れたＬＥＤ応用製品」を認証する
　「とくしまオンリーワンＬＥＤ製品認証制度」により、製品の付加価値向上と新製品開発
　の促進を図った。また、大学等のＬＥＤの新用途研究を活用した新分野の製品開発を支援した。

＜主な成果＞
○とくしまオンリーワンＬＥＤ製品認証数：45製品
○ＬＥＤの新用途研究を活用した新製品開発支援数：3製品

○「とくしまオンリーワンＬＥＤ製品
　認証制度」により、県内ＬＥＤ関連
　企業が開発・生産する製品の付加価
　値向上と新製品開発を促進するとと
　もに、ＬＥＤの新用途研究を活用し
　た新分野の製品開発を支援する。

●　LEDの新用途開発を促進するとともに、異業種連携や
　海外市場への事業展開を推進し、「LEDといえば徳島！」
　の地域ブランド力を向上させる。

＜H28年度の具体的な取組内容＞
○「ＬＥＤバレイ徳島」の「世界展開」を目指し、LED照明の流通状況等に関する「海外市場調査」
　を実施するとともに、「海外見本市」へ「徳島県ブース」を出展した。
　また、ＬＥＤと藍を活用した製品開発に取り組み、県内ＬＥＤ関連企業の海外市場における販路開拓を
　支援した。

＜主な成果＞
○海外見本市出展：場所 タイ（バンコク）、期間 H28.9.1～3　、 出展企業 ４社

○ＬＥＤと藍を活用した製品開発に取
　り組むとともに、「海外見本市」に
　「徳島県ブース」を出展し、県内企
　業の海外市場における販路拡大を支
　援する。

来年度の取組●2020年に向けた取組みの方向性
○成果目標

工程（年度別事業計画） 実績値
（見込）
（H28）

Ｈ2８年度の具体的な取組項目・成果

●　介護現場における負担の軽減と質の高いサービスの提供、
　またインフラ整備や物流における効率化・省力化、農業分野
　における生産性の向上など、生活の質を高めるための産学官
　連携による徳島発の生活支援ロボットの開発を推進する。

＜H28年度の具体的な取組内容＞
○「とくしまロボット関連産業コンソーシアム」を設置し、「移乗介助分野」、「見守り分野」、
　「移動支援分野」におけるロボットの技術開発に取り組んだ。

＜主な成果＞
○移乗介助分野：背筋用の薄型アクチュエータの試作
○見守り分野　：画像認識機能（個人に特有の動作から個人識別）や温度センサー（室温管理）、
　　　　　　　　癒やし機能などを搭載した試作機の開発
○移動支援分野：高齢者の移動支援ロボットの現場実証

○移乗介助分野
　プロトタイプの設計、試作、
　介護施設等での実証等に取り組む。

○見守り分野
　福祉施設でのモニタリングを踏まえ、
　試作機の改良や追加機能の開発等に
　取り組む。

○移動支援分野
　製品の改善について検討。

●　ロボット技術の開発・導入を促進することにより、本県
　ものづくり産業の高度化を図り、地域のイノベーションの
　創出、社会的課題の解決に繋げるとともに、災害時には、
　復旧・復興の手助けに活用する。

＜H2８年度の具体的な取組内容＞
○「徳島ビジネスチャレンジメッセ」において、特別展として、ロボット展示を実施し、
　「生活支援ロボット」や「産業用の協働ロボット」「コミュニケーションロボット」など
　２２メーカー等のロボットを展示。
　とくしま防災フェスタ２０１６でのマルチコプターの展示や紹介、シュミレーター体験コーナーを設置
〇次世代の担い手に対し、「建設産業の最新技術」の紹介・体験会を開催

＜主な成果＞
○ロボット展示などのイベントを通じ、ロボット導入の普及・啓発に寄与。
〇防災フェスタや小学校（４校）での出前講座を実施（アシストスーツ、建設現場の最新技術を映像で紹介）

資料 ２－１
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（３）エネルギー

Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ Ｈ３２

○ 自然エネルギーによる地域活性化「実証・モデル事業」
　［26］調査　→［32］推進

構築 推進 推進

○ 省エネ等のモデル地区における
　　　スマートコミュニティの取組み
　［26］調査→［32］推進

調査 構築 推進 推進

○ 次世代エコカー（EV、FCV等）の県内利用
　［26］推進→［32］推進

推進 推進 推進

来年度の取組●2020年に向けた取組みの方向性
○成果目標

工程（年度別事業計画） 実績値
（見込）
（H28）

Ｈ2８年度の具体的な取組項目・成果

●　「エネルギーの地産地消」や「災害に強いまちづくり」
　に向け、産・学・民・官が一体となり、様々な取組みにより
　自然エネルギーの導入を促進する。

＜H2８年度の具体的な取組内容＞
○自然エネルギーの宝庫である本県のポテンシャルを最大限活用した自然エネルギー導入の加速化に向け、
　広く県民の皆様を対象とした「自然エネルギー体験バスツアー」を実施したほか、「太陽熱」や
　「海洋エネルギー」、「温度差熱」をはじめとする新たな自然エネルギーの有効活用を図るため、
　「徳島県未利用エネルギー検討委員会」を設置した。

○スマート社会の実現に向けた関係事業者との連携、実証実験（超小型電気自動車普及推進）

＜主な成果＞
○県民の自然エネルギーに係る理解促進、徳島県の先進的な取組みの発信
○地域特性を活かした新たな自然エネルギーの開拓
○ＣＯ２の排出を抑制し、低炭素化に寄与

○地域におけるエネルギーの地産地消を
　促進するため、太陽光発電に続く小水力
　発電、小型風力発電の導入を支援する。

○自然エネルギー導入を更に加速させる
　ため、未利用エネルギーの掘り起こしを
　行う。

○多様な自然エネルギーのポテンシャル
　を保有する徳島ならではのスマート
　社会の実現に向けて取組みを進める。

●　水素社会の構築に向け、水素ステーションの誘致や自然
　エネルギーによる水素生成、燃料電池自動車の普及促進を
　図る。

 ＜H2８年度の具体的な取組内容＞
○本県における水素社会の早期実現に向け、広く県民の皆様に水素エネルギーを体感いただくため、
　「水素グリッドフォーラム」や燃料電池自動車による「試乗会」を開催したほか、移動式水素
　ステーションの機動性を活かした「南部・西部圏域での実証運用」、防災訓練等での
　ＦＣＶからの「外部給電器を活用した電力供給実験」、子どもたちをはじめ県民の皆様を対象とした
　「水素体験教室」などを実施した。

＜主な成果＞
○県民への普及啓発の促進（フォーラム、試乗会といった普及啓発イベントの実施）
○災害時における燃料電池自動車の有用性の実証

○水素社会の実現を加速化するため、
　安定的なエネルギー供給と水素需要
　の創出を図る各種施策を実施すると
　ともに、本県の先進的な施策展開を
　全国へ情報発信する。

・県内産水素エネルギーの活用に向けた
　具体的検討
・水素エネルギーの産業分野での利用促進
・南部、西部圏域での水素ステーション
　の実証運用
・水素エネルギー事業者と連携した
　普及啓発イベントの実施
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（４）ICT

Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ Ｈ３２

○引き続き、各プロジェクトの進捗管理
　を適切に行うことにより、「ICT
　（愛して）とくしま創造戦略」の推進
　を図る。

4社 6社
 8社

14社
 10社
16社

 11社
16社
以上

 12社
16社
以上

12社

220社 230社 240社 250社 260社 260社 ２３０社

○ ICT利活用能力の向上に資する人材育成
　・ICTとくしま大賞応募作品の利活用回数（累計）
　［26］３件→［32］75件以上

5件 15件 35件 55件 75件
75件
以上

32件

来年度の取組●2020年に向けた取組みの方向性
○成果目標

工程（年度別事業計画） 実績値
（見込）
（H28）

Ｈ2８年度の具体的な取組項目・成果

●　ICTを課題解決ツールとして効果的・積極的に利活用する
　ための指針である「ICTとくしま創造戦略」の着実な推進を
　図る。

　
＜H2８年度の具体的な取組内容＞
○「ICT（愛して）とくしま創造戦略」を推進するため、平成２７年度現在、２０のプロジェクトを
　重点的に推進し、その進捗管理を公益財団法人e-とくしま推進財団やe-とくしま推進会議と連携
　しながら事業を進めた。
＜主な成果＞
○各プロジェクト毎に設定したKPIを概ねクリアして来ており、「ICT（愛して）とくしま創造戦略」
　の基本目標の実現に向けて進捗している。中でも４Ｋやテレワーク関連事業について、大きな進捗
　が見られる。

●　公衆無線LANサービスによる無料Wi-Fiスポットの拡充、
　無線ブロードバンド、次世代インターネット等のサービス
　エリアの拡大など、ブロードバンド環境の向上を推進する
　とともに、４K、８K関連産業を含むクリエイティブ産業
　の集積を促進する。

＜H2８年度の具体的な取組内容＞
○４Ｋ徳島映画祭・とくしま４Kフォーラムの開催
　２回目となる４Ｋ映像の祭典「４Ｋ徳島映画祭」を1１月に神山町で３日間開催し。
　約３，４００人の参加があった。
　応募数も昨年の６０作品から１０５作品に増加。内容も昨年好評であった「こたつシアター」に加え，
　家族連れにも楽しんでもらえるよう商店街をまるごと楽しめるようにした劇場商店街を設置。
　４Ｋコンテンツだけでなく，食や文化など徳島が持つ魅力を体感・体験してもらえるものにした。
○４Kライブ中継の実施
　日本ケーブルテレビ連盟が運営する「ケーブル４Ｋ」チャンネルと連携し，
　「１日まるごと徳島ｄａｙ」として本県からのコンテンツを１日中放送した。
　夜は，阿波おどりを全国に中継。
○４Ｋ徳島チャンネルの開設
　全国初のＩＰ方式による４Ｋローカル放送を開始　Ｈ２８年９月～
○InterBEE201６への出展
　３年連続ブース出展をし，「４K先進県・徳島」を国内外へPRした。
○徳島４Kアーカイブの運営
　４K映像や古い写真などをストックするアーカイブを構築し，映像の活用を促進することにより，
　本県が持つ魅力を全国に発信した。
○平成26年度から避難所等の公共施設を中心に整備を進めている「Tokushima Free Wi-Fi」について、
　観光施設についても整備を拡げ現在１３５施設に整備施設を拡大した。
○「Tokushima Free Wi-Fi」について、関西広域連合で進めている認証連携アプリ
　「KANSAI（関西）Free Wi-Fi(Official)」へ参加し、訪日外国人における利便性の向上に向けて
　取り組みを進めた。

＜主な成果＞
○全国に先駆けた様々な取り組みを行うことにより，４Ｋ先進県・徳島を広く全国に発信することができた。
○本県で制作した４Ｋコンテンツの充実度を全国にアピールすることができた。

〇４K関連企業の集積やクリエイターの
　創出を促進するため，全国に先駆けた
　取り組みを積極的に展開する。

・４Ｋ徳島映画祭・とくしま４Ｋフォー
　ラムの開催（映画祭の国際化，
　機器展示の充実）
・４Ｋライブ中継の実施
・４Ｋ徳島チャンネルの運営・充実
・徳島４Ｋアーカイブの運営・充実
・InterBEE2017への出展
・４Kコンテンツ制作

○引き続き、Wi-Fiの普及促進及びWi-Fi
　整備施設の拡充を図る。

○ ４K関連企業やクリエイティブ関連企業の集積地
　・４K関連企業数（累計）
　　［26］３社（者）→［32］16社（者）以上
　・クリエイティブ関連企業数（累計）
　　［26］200社（者）→［32］260社（者）

●　実践的な「もうける」ICT人材を育成し、徳島の強みを
　活かしたICTワーキングスタイルを確立する。

＜H2８年度の具体的な取組内容＞
○県内最大のデジタルコンテンツ表彰を行う「ＩＣＴ（愛して）とくしま大賞」の開催、大規模ブース出展型
ICTイベントである最新ICT技術の祭典「とくしまICTバザール vol.2」及び「子どもプログラミング体験（ス
クラッチでかんたん）」ワークショップを県内３箇所で実施し、実践的なＩＣＴ人材の育成につながる取組を
実施した。

＜主な成果＞
○「ＩＣＴ（愛して）とくしまフォーラム」や「とくしまＩＣＴバザール」などのＩＣＴイベントの
　開催により、多くの方がVR（バーチャルリアリティ）やＩｏＴ（モノのインターネット）など最新のＩＣＴ
技術に触れる機会を創出し、実践的なICT人材の育成に寄与した。
○ＩＣＴ（愛して）とくしま大賞受賞作品の利活用が図られた。

○引き続き、ICTコンテストやICTイベント
　の開催を通じ、人材育成とビジネス機会
　の創出を図る。
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（５）フード

Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ Ｈ３２

○ 農工商連携による開発事業数
　［26］100件　→［32］160件

１１０
件

１２０
件

１３０
件

１４０
件

１５０
件

160
件

１３１件

○ 徳島ならではの先端モデル農業の創出
　［26］　→　［32］推進

推進 推進 推進

来年度の取組●2020年に向けた取組みの方向性
○成果目標

工程（年度別事業計画） 実績値
（見込）
（H28）

Ｈ2８年度の具体的な取組項目・成果

●　国内外の市場に向けた生産から加工・流通・販売までの
　一連の取組みを総合的に推進することにより、農林水産業の
　競争力を強化し６次産業化や農工商連携による新産業の創出
　を推進する。

＜H28年度の具体的な取組内容＞
○６次産業化研修会、異業種交流会等を開催し、６次産業化や農商工連携を進めるための強い経営者の育成、
　生産者同士や産業間の連携ネットワーク作り、新製品・新商品開発を支援するとともに、
　全国規模の商談会・展示会に出展、生産から販売までの一連の取組を戦略的に支援した。

＜主な成果＞
○農商工連携による開発事業１０件

○新産業の創出促進をしつつ、販売面での
　サポートを強化し、実践的な研修会の
　開催等による６次産業者スキルアップを
　推進する。
○引き続き、首都圏での大規模展示会への
　出展を支援する。

●　県内ものづくり企業が有する技術シーズと農林水産現場の
　ニーズのマッチングによる新たなビジネスの創出を促進する
　ため、情報交流・マッチング・モデル実証など「総合的にサ
　ポートする仕組み」を構築する。

＜H28年度の具体的な取組内容＞
○産学官が連携し、LEDの光特性を活用し、生産現場の課題解決に結びつく新技術・製品開発と、
　県内企業の新たな市場開拓の取組を推進した。

＜主な成果＞
○ちりめん及び釜揚げしらすの紫外ＬＥＤを利用した実用レベルの食品表面殺菌装置を開発した。
○レンコンのカモ食害対策としてＬＥＤ照明付きドローンを開発した。

○本県の強みである「ＬＥＤ」や
　「優れたものづくり技術力」等を
　農業分野へ応用し、「新たな農工商連携
　モデル」を構築する。

4



科学技術の力で「産業競争力の強化」と「社会的課題の解決」を実現！

イノベーション拠点を形成

ＬＥＤ【ワールドステージ戦略の推進】 ロボット【技術開発・製品化の実現】

フード【先端技術の実証】エネルギー【脱炭素社会の推進】

ＩＣＴ【実用化の加速】

● 見守り分野
福祉施設でのモニタリ
ングを実施、試作機の
改良、
追加機
能の開
発

● ４Ｋ徳島映画祭の
開催や４ Ｋ徳島チャ
ンネルの充実
● ＩＣＴイベント等を通
じた第４ 次産業革命
を担う人材の育成
● 官民連携による
Wi-Fiエリアの拡充

● ﾈｯﾄ・ｾﾞﾛ・ｴﾈﾙｷﾞｰ・ﾋﾞﾙ（ZEB）、ﾊｳｽ （ZEH）化、
及び小水力・風力・太陽光などの発電設備の導
入支援

● 燃料電池ﾊﾞｽやﾌｫｰ
ｸﾘﾌﾄなど、水素ｴﾈﾙｷﾞ
ｰの利用を拡大

● 「 Ｉ oＴ」「LED」「ロボット」等を
組み合わせた農業支援ロボッ
トの開発や実証
● ものづくり企業と農林水産業
者とのマッチングを支援

● 海外デザイナー等と連携し、「ＬＥＤ」と「藍」
を活用したＬＥＤ応用製品を共同開発

● 海外大規模展示会において、「徳島ならで
は」の特設ブース を設
置、徳島の魅力を発信

強みを活かした新技術・新商品開発を促進
平成２９年度の取組

取り組みの方向性 ・ 重点５項目

第四次産業革命を
見据え！

● 移乗介助分野
装着型アシストロボ
ットのプロトタイプの
設計 ・ 軽量化

徳島県

平成２９年度 徳島県科学技術振興アクションプラン～工業・エネルギー部会～の主な取組み（案）

太陽光
発電

高断
熱化

高効率
空調

高効率
給湯

自
動
追
尾

ハノーバーメッセ、
メゾン・エ・オブ
ジェに出展

「LED」と「藍」の
応用製品

農林水産総合技術支援センターで実証実験

- 若手人材の育成 -

平成２９年度に
市場投入

工業技術
センターで
開発中の
試作機

統一ロゴイメージ

●世界有数のＬＥＤ生産拠点

●自然エネルギーの宝庫

●魅力ある農林水産物・食品加工

現状・本県の強み

●優れたものづくり技術

●高速ブロードバンド環境

■徳島発の生活支援ロボットの開発推進

■クリエイティブ産業の振興、人材育成

■６次産業化や農工商連携による新産業の創出

■ＬＥＤ関連産業の更なる振興

■自然エネルギーの導入促進

- ４Ｋライブ中継 -

資料２－２
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「徳島県科学技術振興アクションプラン」 資料２－３

工業・エネルギー部会

総括事項

■ 「徳島県科学技術憲章」に基づく徳島県の科学技術の振興のため，

「工業・エネルギー分野」において，産・学・民・官の県民総ぐるみによって

推進する「重点項目」は，次の５項目とします。

（１）ＬＥＤ *1 （２）ロボット （３）エネルギー

（４）ＩＣＴ
*2

（５）フード

■ 推進に当たっては，徳島大学をはじめとした高等教育機関と公設試験研究機関

が緊密に連携して，企業の技術開発を支援し，社会的課題の解決を通した競争力

の強化に努め，積極的に県民へ情報を発信し，県民とともに進めてまいります。

現状・本県の強み

本県の製造業は，古くは「阿波藍」に支えられ，また本県の代表的な地場産業

である「機械金属工業」「木工業」「食料品製造業」などから，高いものづくり

技術が培われてきました。これに「進取の気質」に富んだ県民性が加わり，本県

から日本を代表し，世界で活躍する企業が多数生まれました。

【本県企業が高い国内シェア，世界シェアを誇る主な分野】

○化学分野

・輸液製品

・人工透析用粉末剤

・発光ダイオード

・蛍光体

・電池材料

○紙・食品等分野

・自動車用特殊紙

・ブロイラー加工品

・シンビジウムの種苗

○機械分野

・紙容器成型液体充填機

・オイルシール(自動車部品）

・ベニヤ合板用プレス機械

・自動車用ガラス加工機
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特に，「ＬＥＤ」については，国内最大の出荷額を誇り，白色ＬＥＤ生産量の

世界一のシェアを占める世界有数のＬＥＤ生産拠点を有し，その研究を支援して

きた古くからの理科系大学の存在があることから，平成１７年１２月に「２１世

紀の光源であるＬＥＤを利用する光（照明）産業の集積」を目指す「ＬＥＤバレ

イ構想」を策定し，工場・研究所等の集積，高度技術者の育成や先端技術の研究

開発を行う拠点の形成に向けて取り組んできました。

平成２６年，徳島で結実した「青色ＬＥＤ」の開発が

「ノーベル物理学賞」を受賞したことにより，県産ＬＥ

Ｄ応用製品はこれまで以上に高い注目を集めています。

（Ｈ２４工業統計）

【ＬＥＤバレイ構想参画企業の状況（H26年時点）】
区 分 企業数 区 分 企業数

照明器具 １９社 素材デバイス １７社

サインデイスプレイ ３４社 計測装置 ２社

新用途 ２３社 その他 ２８社

合計 １２３社

【ＬＥＤ応用製品の一例】

（大型ＬＥＤ照明） （卓上サインシステム） （卓上型植物工場）

10

25

38

59

86

100
105

114 117
123

0

20

40

60

80

100

120

140

H１７ H１８ H１９ H２０ H２１ H２２ H２３ H２４ H２５ H２６

ＬＥＤバレイ構想参画企業数

（青色ＬＥＤ）
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（歩行者信号機用ＬＥＤ電球） （独立型防災防犯灯） （車両搭載型光器）

また，本県には，ロボットの要素技術として，ＣＦＲＰ
*3
（炭素繊維強化プラ

スチック）の優れた加工技術を有する企業や世界最大級のリチウムイオン電池の

生産拠点もあることから，次世代産業の創出が期待されるところです。

県内には，徳島大学をはじめとする県内高等教育機関及び工業技術センターが，

企業の新製品・新技術開発に対して様々な支援を行っております。

特に，徳島大学の「とくしま地域産学官共同

研究拠点」には，「ＬＥＤ」と「エネルギー」

の研究開発に特化した設備機器を整備し，「産

学官共同研究の推進」と「県内企業の技術力向

上」に向けて取り組んでいます。

(徳島大学：とくしま地域産学官共同研究拠点）

工業技術センターでは，平成２５年４月に，

ＬＥＤ関連企業の開発，生産を強力に支援する

「ＬＥＤサポートセンター」をセンター内に開

設するとともに，平成２６年６月には，全国の

公設試験研究機関では初となる「 ISO17025」に
基づく「ＬＥＤ測光試験所」として登録をし，

県産ＬＥＤ応用製品の性能評価・海外展開を支

援しています。 （工業技術センター）

（ＣＦＲＰ製品工業部材） （リチウム電池）
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本県の自然エネルギー資源は，全国ト

ップクラスの日照時間や十分な風況，豊

富な森林資源によって極めて高いポテン

シャルを有しており，その利活用への期

待が高まっております。

平成２４年３月に「自然エネルギー立

県とくしま推進戦略」を策定し，県民・

事業者・行政が一体となり，自然エネル

ギーの導入に向けた取組みを推進してい

ます。

順位 県庁所在地 日照時間（h） 順位 県庁所在地 日照時間（h）

1位 山梨県，甲府市 2213.9 5位 宮崎県，宮崎市 2122.6

2位 高知県，高知市 2158.0 6位 愛知県，名古屋市 2114.9

3位 静岡県，静岡市 2144.5 7位 徳島県，徳島市 2096.5

4位 群馬県，前橋市 2133.1 8位 岐阜県，岐阜市 2082.9

※ 1993年～ 2012年までの 20年間の 47都道府県別（県庁所在地）の平均日照量

ＣＡＴＶの世帯普及率

本県のＣＡＴＶ
*4
の世帯普及率は， 順位 都道府県 普及率

全国１位（８８．３％）であり， 1位 徳島県 88.3％

都会と比べて，インターネットの 2位 大阪府 86.5％

体感速度が数倍速いとされる高速 3位 山梨県 82.4％

ブロードバンド環境が県内くまな 4位 東京都 80.9％

く整備されています。 5位 三重県 74.7％

全国 51.5％

（平成 26年 3月末）

この環境を生かし，本県の豊かな自然の中で創造的で生産性の高い仕事を行う

ため，コールセンターやデータセンター，サテライトオフィス
*5
企業の進出が定

着し，新たな雇用の創出や地域活性化を促進しています。

（高速ブロードバンド環境） （サテライトオフィス）

（和田島太陽光発電所）



- 5 -

また，ＣＡＴＶを活用した次世代放送

システム「４Ｋ８Ｋ
*6
放送」の実証実験

や４Ｋイベント「全国４Ｋ祭」，「とく

しま４Ｋフォーラム」の開催を通じ，「４

Ｋ先進地・徳島」を全国に発信し，映像

コンテンツ制作会社やクリエーターなど

の集積を推進しています。

本県の農林水産物は，京阪神への一大供給地として青果物取扱額第３位（平成

２５年現在)の地位を占めており，安全・安心かつ豊富で良質な農林水産物の供

給基地として高い評価を得ており，また，県内製造業では，食品関連産業の従事

者が最も多く，食品関連産業は徳島を代表する産業となっています。

「農林水産物」と，中小企業が有する高度な「ものづくり技術」を有機的に連

携させ，新たな事業の創出を促進するため，「とくしま経済飛躍ファンド」を活

用して，中小企業と農林漁業者の連携体の取組みを支援しています。

また，農商工連携による高品質・高生産

を目指した先端モデル農業の検討を行い，

高齢化の進展などに伴う農林水産現場の課

題を解決するための新たな取組みがはじま

っています。

（４Ｋフォーラム）

（収穫試作機の実演会）
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（１）ＬＥＤ

2020年に向けた取組の方向性
● ＬＥＤ関連企業の競争力強化と集積の相乗効果を高め，ＬＥＤ関連産業を徳島

の基幹産業としてさらに大きく成長させる。

● ＬＥＤの新用途開発を促進するとともに，異業種連携や海外市場への事業展開

を推進し，「ＬＥＤと言えば徳島！」の地域ブランド力を向上させる。

具体的な取組項目

● 「徳島発のＬＥＤ」を活用した製品開発 【産・学・官】

・ 特定の波長を選択できるＬＥＤの特性を活かし，農林水

産業（植物栽培，漁業等）や医療分野（花粉症治療，血液

浄化等）など，一般的な照明に加えＬＥＤ応用製品を産学

官連携により開発

・ 藍染めや木工製品など，徳島ならではの地域資源と

ＬＥＤを組み合わせた付加価値の高い製品開発を促進 （ＬＥＤ防蛾灯）

● 高品質な県産ＬＥＤ応用製品の海外展開 【産・学・官】

・ 「世界で通用」する「高い品質」を証明できる工

業技術センターの製品評価機能をさらに充実させ，

県内ＬＥＤ関連企業の世界市場における国際競争力

向上を支援するとともに，海外の大規模展示会へ切

れ目なく出展

（ＬＥＤバレイ徳島フォーラム）

● 「ＬＥＤと言えば徳島！」のブランド発信 【産・学・民・官】

・ ＬＥＤと芸術が融合した「徳島ＬＥＤアートフェステ

ィバル」や「デジタルアート」により「ＬＥＤと言えば

徳島！」の地域ブランドを世界に発信し，新たなにぎわ

いを創出

（ライティングジャパン）

【成果目標】

○ 徳島県産ＬＥＤ応用製品が世界市場に流通し，高品質な「徳島ブランド」が

国内外に浸透

・ＬＥＤ新製品開発支援数 ㉜までに１０５１５５製品以上（累計）

・ＬＥＤ応用製品海外市場開拓 ㉜までに１０か国以上（累計）
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（２）ロボット

2020年に向けた取組の方向性
● 介護現場における負担の軽減と質の高いサービスの提供，またインフラ整備や

物流における効率化・省力化，農業分野における生産性の向上など，生活の質を

高めるための産学官連携による徳島発の生活支援ロボットの開発を推進する。

● ロボット技術の開発・導入を促進することにより，本県ものづくり産業の高度

化を図り，地域のイノベーションの創出，社会的課題の解決に繋げるとともに，

災害時には，復旧・復興の手助けに活用する。

具体的な取組項目

● 徳島ならではのものづくり技術を活かし，産学官連携によるコンソーシアム

(共同研究体)を形成し，介護分野をはじめ各分野における生活支援ロボットの

開発・実証・実用化を推進 【産・学・民・官】

・介護分野における移乗介助，見守り支援のためのロボット開発・実証

・インフラ整備や農業分野など，他分野でのロボ

ット開発における連携支援

・発災時における生活支援ロボットの利活用の検

討

・開発・実証を促進するための国への政策提言

（マルチコプター）

● 日々の生活を豊かにするための，暮らしに密着した

ロボットの利活用 【民・官】

・生活支援ロボットの市場参入の促進

・ロボット技術の利活用に係る県民への普及・啓発

【成果目標】 （ロボットの活用例）

・ロボット技術の実用化の検討テーマ数 ㉜まで 毎年２テーマ程度

・徳島発の生活支援ロボットの市場投入 ㉚までに
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（３）エネルギー

2020年に向けた取組の方向性
● 「エネルギーの地産地消」や「災害に強いまちづくり」に向け，産・学・民・

官が一体となり，様々な取組みにより，自然エネルギーの導入を促進する。

● 水素社会の構築に向け，水素ステーションの誘致や自然エネルギーによる水素

生成，燃料電池自動車の普及促進を図る。

具体的な取組項目

● 持続可能な省エネ社会の実現に向け，

エネルギーの効率的な利用や，環境負荷

の少ない自然エネルギーの積極的な活用

など，省エネのモデル地区を構築し，ス

マートコミュニティ
*7
を推進

【産・学・官】

● 太陽光･風力・水力などの自然エネルギーの導入を推進し，地域のエネルギー

を地域で使う「エネルギーの地産地消」を目指した取組みの展開 【産・官】

● 電気自動車の優れた蓄電機能を災害時の非常用電源として有効活用するための

県及び市町村による電気自動車やＶ２Ｈシステム
*8
の導入 【官】

● 二酸化炭素を排出しない次世代エコカーである

「電気自動車」や「燃料電池自動車」を県内に普

及させるための「ＥＶ *9 充電スタンド」の設置拡

大や「水素ステーション」の導入促進

【産・学・民・官】

（県庁：ＥＶ充電スタンド）

【成果目標】

・自然エネルギーによる地域活性化「実証・モデル事業」 ㉜ 推進

・省エネ等のモデル地区におけるスマートコミュニティの取組み ㉜ 推進

・次世代エコカー（ＥＶ，ＦＣＶ
*10
等）の県内利用 ㉜ 推進

（大川原高原：風力発電）
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（４）ＩＣＴ

2020年に向けた取組の方向性
● ＩＣＴを課題解決ツールとして効果的・積極的に利活用するための指針である

「ＩＣＴとくしま創造戦略」の着実な推進を図る。

● 公衆無線ＬＡＮサービスによる無料Ｗｉ－Ｆｉ
*11
スポットの拡充，無線ブロー

ドバンド，次世代インターネット等のサービスエリアの拡大など，ブロードバン

ド環境の向上を推進するとともに，４Ｋ・８Ｋ関連産業を含むクリエイティブ産

業の集積を促進する。

● 実践的な「もうける」ＩＣＴ人材を育成し，

徳島の強みを活かしたＩＣＴワーキングスタイ

ルを確立する。

具体的な取組項目

● 企業におけるテレワークや，Ｗｉ－Ｆｉを活用したモバイルワークの導入を推

進し，誰もがテレワークにより仕事ができるＩＣＴ環境の整備 【産・官】

● 産学官が連携した人材育成を図るとともに，県内企業のデジタルコンテンツ分

野への進出支援や「クリエイティブな力」の利用促進，県外企業の誘致や創業等

を積極的に推進することにより，クリエイティブ

企業やクリエイターの集積を促進 【産・学・官】

● スーパーハイビジョン（４Ｋ８Ｋ）の先進地徳

島を国内外へ発信するとともに，優れた映像クリ

エイターを徳島へ集積させるため，全国に先駆け

「４Ｋ映像コンテスト」を実施【産・学・官・民】

（４Ｋフォーラム）

● ＩｏＴ
*12
（モノのインターネット）等，今後に期待される最新技術に幅広い世

代で触れ合えるＩＣＴイベントやワークショップ等を戦略的に実施し，ＩＣＴ人

材を育成 【産・学・官】

【成果目標】

○ ４Ｋ関連企業やクリエイティブ関連企業の集積地

・４Ｋ関連企業数（累計）

㉖ ３社（者） → ㉜ １２１６社（者）以上

・クリエイティブ関連企業数（累計）

㉖ ２００社（者） → ㉜ ２６０社（者）

○ ＩＣＴ利活用能力の向上に資する人材育成

・ＩＣＴとくしま大賞応募作品の利活用回数(累計）

㉖ ３件 → ㉜ ７５件以上
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（５）フード

2020年に向けた取組の方向性

● 国内外の市場に向けた生産から加工・流通・販売までの一連の取組みを総合的

に推進することにより，農林水産業の競争力を強化し６次産業化や農商工連携に

よる新産業の創出を推進する。

● 県内ものづくり企業が有する技術シーズと農林水産現場のニーズのマッチング

による新たなビジネスの創出を促進するため，情報交流・マッチング・モデル実

証など「総合的にサポートする仕組み」を構築する。

具体的な取組項目

● 新産業を創出する連携体の構築促進 【産・学・民・官】

・ 異業種間の交流機会を創出し，本県の農・商・工が有する地域資源につい

て情報共有と利活用を促進

・ 産学官連携による実践人材の育成

・ 農林水産業の課題・ニーズと小規模ものづく

り企業等のマッチングを図り，農商工連携によ

る県内ものづくり企業の新たな市場開拓を促進

（農工連携セミナー）

● 新たなビジネスを創出する開発技術研究の推進 【産・学・官】

・ 本県の地域資源を活用した新たな関連製品の開発技術研究を

推進し，県内企業への技術移転を目指す

・ 「ＬＥＤ」や「ＣＦＲＰ（炭素繊維強化プラスティック）」

といった本県の強みやロボット技術などを活用し，省力化や品

質・生産性の向上を目指した「先端モデル農業」の検討を実施

（蓮の実殻剥き機）

【成果目標】

・農商工連携による開発事業数

㉖１００件 → ㉜１６０件

・徳島ならではの先端モデル農業の創出 ㉜推進
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*1 LED：Light Emitting Diodeの略。発光ダイオードのこと。
電気を流すと発光する半導体素子。

*2 ICT：Information and Communications Technologyの略。
情報通信技術。コンピューターや通信に関する「情報技術」を意味し、パソコ

ンやインターネットの操作方法、それらを構成するハードウェア、ソフトウェア
の応用技術までの幅広い範囲の総称。

*3 CFRP：Carbon Fiber Reinforced Plasticの略。炭素繊維強化プラスチック。
強化素材に炭素繊維を用いた繊維強化プラスチック。

*4 CATV：Community Antenna Televisionの略。テレビの有線放送サービス。
山間部や人口密度の低い地域など、地上波テレビ放送の電波が届きにくい地域

でも、テレビの視聴を可能にするという目的で開発された。近年では、多チャン
ネルのＴＶ放送のほか、電話サービスや高速インターネット接続サービスなどに
より都市部でも加入者が増加。

*5 サテライトオフィス：企業または団体の本拠から離れた所に設置されたオフィ
スのこと。

*6 ４Ｋ・８Ｋ：現行のハイビジョンを超える画質の規格の基準。
規格は、４Ｋ・８Ｋ（Ｋ＝ 1,000 を意味する単位）の２種類（現行ハイビジョ

ンは２Ｋ）。

*7 スマートコミュニティ：地域社会がエネルギーを消費するだけでなく、創り、
蓄え、賢く使うため、家庭やビル、交通システムをＩＴネットワークでつなげ、
地域でエネルギーを有効活用する次世代システム。（地域単位で総合的に管理す
る社会）

*8 V2Hシステム：Vehicle to Homeの略。EV(電気自動車)の大容量バッテリーから
電力を取り出し、分電盤を通じて家庭の電力として使用できる双方向の充・給電
装置のこと。

*9 EV：Electric Vehicle の略。電気自動車。バッテリーを搭載し、電動モーターの
動力で走る車のこと。

*10 FCV：Fuel Cell Vehicleの略。燃料電池自動車。水素を燃料とし、搭載した燃
料電池で発電を行い、電動モーターの動力で走る車のこと。

*11 Wi-Fi：Wireless Fidelityの略。無線ＬＡＮの規格のひとつ。

*12 IoT：Internet of Things の略。モノのインターネット。
従来は、主にパソコンやサーバー、プリンタ等の IT 関連機器が接続されてい

たインターネットに、それ以外の様々な"モノ"を接続する技術のこと。


